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　市民社会に感動を
与えた良き市民を1年
単位で選び顕彰する
シチズン時計㈱主催
の「2021年度 シチズ
ン・オブ・ザ・イヤー」の
3人の受賞者が、この
ほど発表された。
　同賞は、日本人およ
び日本に在住する外国
人の中から、市民社会
に感動を与えた、ある
いは市民社会の発展

や幸せ・魅力作りに貢献した市民（個人
もしくは団体）を1年単位で選び、市民
主役の時代といわれる中で広い視野か
ら市民を顕彰する制度で、1990年に創
設され、今回で32回目を数える。
　一人目の平井大輝さん（26歳、大阪
府大阪市）は、貧困家庭の高校生を対
象に、無料のプログラミング講習やキャ
リア教育など学習支援活動を続けてい
る。平井さんは「NPO法人 CLACKは
私自身の貧困の経験と、学習支援をす
る中で感じた「貧困の連鎖をなんとかし
なければ」という使命感から立ち上げま
した。最初は数名から始まったCLACK
の活動も今では100名近いメンバーが
高校生に伴走するために関わってくれ
ています。しかし、日本全国の困難を抱
える高校生に機会を届けるというミッ

ションから考え
ると、ようやく1
合目というところ
です。これからも
一人でも多くの
困難を抱える高
校生に機会を
提供していける
よう精進してい
きます。素敵な

賞をありがとうございます」とコメントし
ている。
　二人目の谷岡哲次さん（44歳、大阪
府枚方市）は、難病「レット症候群」の
娘のために、病気の研究や治療薬開
発の支援を行い、患者らを結ぶ。谷岡
さんは「2011年の4月から10年。「レッ
ト症候群」の研究支援を基本とした
NPO法人活動という全く縁のなかった
世界に飛び込みゼロからのスタートを
無我夢中で駆け抜けました。その間に
気が付けば日本全国に同じ志の仲間
が増え、支援者が増え、少しずつ活動
の幅も広がってきました。いつも多くの
方々に支えられて前進してきた結果が
このような歴史ある素晴らしい賞を今
年頂くことに繋がったと思います。皆様
への感謝の気持ちは「レット症候群」の
支援活動で示していきますので引き続
き温かく見守って
頂ければ幸いで
す」と述べている。
　三人目の飯田和
幸さん（80歳、北
海道帯広市）は、
30年以上にわたり
帯広少年院で絵
画を教え、何事も
諦めずやり遂げる
ことの大切さを伝
えている。飯田さん

　「ブシュロン」はジュエリー制作にお
ける100％責任あるゴールドの調達を
2020年に達成した。その目標達成か
ら2年経った現在も、より責任あるサス
テナブルなジュエリーの実現に向けて
取り組みを続けている。
　さらに、ダイヤモンドテクノロジーにお
ける世界的なリーディングカンパニーで
あるSARINEテクノロジー社とのパート
ナーシップを発表
し、新作コレクション
「エトワールドゥパ
リ」のローンチを機
に、トレーサビリティ
への取り組みの強
化を始めた。
　Sarine Diamond Journey Trece-
bilityとSarine Lab AI gradingを採用

したことで、最先端のアルゴリズムによっ
て、センターダイヤモンドを識別し、各工
程を追跡することが可能になった。また

人工知能に基づく革新的な技術によっ
て評価され、4C（カラット、カラー、クラリ

ティ、カット）によって定義される本来の
基準に加え、ブシュロンは、産地、サイ
ズ、研磨、セッティングに関する詳細な

情報を提供できるようになった。さらに、
インタラクティブなデジタルディスプレイ
で、購入したジュエリーにセットされてい
るダイヤモンドの原石から始まる加工プ
ロセスの各段階をたどることができる。
　世界を広範囲にまたぐダイヤモンドサ

プライチェーン全体をカバーするこの
革新的なグレーディングシステムは、最
新鋭の機器によって生成されたデータ
のみを使用している。これにより、グ
レーディングプロセスへの人の介在が
最小化され、その結果、主観やヒュー
マンエラーによるリスクも軽減される。
この精度の高いデータを用いることに
よって、ブシュロンは、ジュエリー業界

で最も詳細なダイヤ
モンドグレーディン
グと独自の証明書
（ブシュロン証明書）
を提供することがで
きるようになった。
　現在、ダイヤモン

ドのトレーサビリティを確保するための
このソリューションは、業界で最も高い
完成度と信頼性を誇る。これに加え、
新作ジュエリー「エトワールドゥパリ」
ではトレーサブルなパヴェダイヤモン
ド、RJC（責任ある宝飾品業のための協
議会）のCoC（加工流通過程の管理）
認証のプラチナを採用している。

　2022年の新作「エトワールドゥパ
リ」コレクションは、持続可能な開発に
対するブシュロンのコミットメントを反
映。また、ブシュロンは2025年までにす
べての主要原材料のトレーサビリティ
を100％にする高い目標を掲げた。

市
民
社
会
の
発
展
や
幸
せ・魅
力
作
り
に
貢
献

「ブシュロン」がSARINEと
パートナーシップ

「
2
0
2
1
年
度
シ
チ
ズ
ン・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
」

感
動
を
与
え
た
3
名
の
市
民
を
顕
彰

トレーサビリティの強化はじまる

2025年までの高い目標を掲げる

最も詳細なグレーディングと独自証明書

は「この様な賞を頂くのは青天の霹靂
と言ってもいいくらい、とても驚きまし
た。また、この様な趣旨の賞があること
にも、とても感動しました。私が今日ま
で少年院のボランティアを続けること
ができたのは、彼らが昔の自分と重な
るところがあったからです。その子達の
気持ちがよく解り、忙しい中でも少年
達と会うのが楽しみになっていました。
なにより彼らが何とか人生を諦めずに
生きて欲しいと願っていたからだと思
います。今迄生きてきた中で、正直に生
きるという自分の信念は間違っていな
かったということを再確認することがで
きました」とコメントしている。
　主催者は、「お金だけ援助しても貧
困の連鎖から抜け出せない」という平
井さんの言葉は極めて重要で、深く共
感する。また、谷岡さんの行動力、実行
力に感動する。何より、娘さんのために
できることをしたいという、親の思いが
伝わってくる。一つの作品を作り上げ
ることを目標とする飯田さんの教えに
は、「諦めず、くじけず、最後まで努力を
続ける」という、少年たちへの温かい
メッセージが込められているなどと受
賞理由を添えている。
　なお、各受賞者には、副賞として賞
金100万円と時計が贈られた。
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　世界最大級
の「セイコーブ
ティック 大阪
心斎橋」が、ラ
グジュアリーブ
ランドが軒を連
ねる日本でも
有数のショッ
ピングエリアと
して知られてい
る心斎橋 御堂

世界最大級の
「セイコーブティック」
大阪にグランドオープン

筋沿いに、1月28日、グランド
オープンした。
　162㎡の広さを有する同ブ
ティックは、セイコーブランドの
製品を取り扱うだけでなく、高
級ドレスウオッチ「クレドール」
も豊富に取り揃える。店舗内通
路で隣接する「グランドセイ
コーブティック 大阪心斎橋」との合算
により、333㎡を超える世界最大のセ
イコー専門の時計売場を実現した。

　希少な数量限定品やセイコーブ
ティック専用モデルの豊富なラインアッ
プを誇るこの新店舗では、セイコーの

腕時計の世界を体感できると共に、充
分な知識を持った専門のスタッフと一
緒に、顧客が求める一本を選ぶことが
できる。店舗内にはサービスカウンター
を設置し、専門の技能士がメンテナン
スや修理の相談に対応する。
　また、話題の新モデルを発売前に手
に取り十分に
吟味することが
可能となる。2
月18日より全
世界のセイコー
ブティックにて

先行発売を開始する新生「キングセイ
コー」は、発売前に製品や専用ストラッ
プのすべてを手に取り確認できる。取扱
ブランドの世界観を体感できるイベント
の開催も定期的に計画され、大阪心斎
橋の中心からセイコーブランドの魅力を
発信していく。
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